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小規模多機能型居宅介護 サービス評価 

 

 

 

 

 

 

 

◆自己評価 

 

事業所自己評価・・・・・・・・・・・・・（事-①～⑨） 

 

◆小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表 

  



 
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ    １７名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 15 人 1 人 1 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・利用者の「～したい。」という思いを関わりの中でしっかり聞き取りを行う 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・コミュニケーションをとりながら、利用者のニーズを含め聞き取りが出来ている 

・言葉の端々に出てくることを会話の中から聞き取るようにしている 

・家族とのコミュニケーションや情報収集が不足している 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

0 10 7 0 17 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

0 15 2 0 17 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

1 14 2 0 17 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

2 14 1 0 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・介護支援専門員として、利用者の話の傾聴は常に心掛けている 

・サービス開始前は、介護支援専門員の聞き取り情報を確認し、できるだけ事業所に慣れてもらえるよう 

 意識して関わるようにしている 

・情報共有のためのミーティングを実施して、ニーズ把握に努めている 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用者ごとの担当職員により聞き取りを実施する体制がまだしっかり定着していないと感じる 

・利用者ニーズを職員全体で共有することに時間を要する 

・家族のニーズ把握のためのコミュニケーションが不足していると感じる（介護職員） 

・サービス利用開始前のミーティングに参加できない職員の情報共有方法に課題がある 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・担当となった利用者には、一日に短時間でもよいので必ずコミュニケーションをとることを心がける 

 

 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日   

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ １７名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 8 人 8 人 1 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・日々の関わりの中で利用者の思いを支援し、支援について定期的な振り返りを行う 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・日々の関わりの中で利用者の思いを確認はしていても、スタッフ間で話し合ったりすることが出来てお

らず、振り返りまでには至っていない。 

・利用者の思いに対して、ケアプランの確認し目標を把握しきることが不足している 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

0 5 11 1 17 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

0 7 10 0 17 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

0 7 10 0 17 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

0 4 11 2 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・「生活機能向上連携加算」算定に伴い、利用者の「～したい」を聞き取る機会は増えている 

・担当利用者の「～したい」については、把握する習慣ができてきたと感じる 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・実践の振り返りを行う機会が設けられていない 

・利用者の「～したい」について、担当利用者以外の把握が十分ではない 

・利用者の「～したい」はケアプランに反映されているが、ケアプランに基づくケア提供ができていると 

 は言い難い 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・ケアプランの確認や振り返りのカンファレンスを行い、利用者の「～したい」に寄り添う支援につなげ

る 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ      １７名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 9 人 8 人 0 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・利用者の個別ケアを把握して、本人の望む暮らしへ近づけるよう利用者と一緒になって支援する 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・本人に合ったケアや気持ちや体調の変化は気付きが出来ている。本人の声にならない声やサービス利用 

前の生活について目を向けることが出来ていない為、暮らしへ近づけるような工夫は出来ていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

0 0 15 2 17 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

1 15 1 0 17 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

0 8 9 0 17 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

1 14 2 0 17 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

0 13 4 0 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者の体調や気持ちに変化があった際の共有はするようにしている 

・夜勤勤務が多いが、日中の利用者変化等に関する情報収集はこまめに実施できている 

・全体ミーティングの中で、利用者の変化に応じたケア方針の検討をする時間は設けている 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・「以前の暮らし方」の把握が不足している 

・利用者の変化に伴う、支援内容等の変更が即時的にできていないことがある 

・「声にならない声」に対する把握や意識が不足していると感じるとともに、困難さを感じる 

・施設都合のケア提供や、作業的な対応になってしまっている時もあるのではないかと感じる 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・本人の望む生活が意識できるようにアセスメントを丁寧に行い、職員全体で支援できる体制づくりをす 

 る 

 

 

 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ      １７名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 11 人 5 人 1 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・利用者と地域交流の機会を増やせるよう、イベント企画や年間計画をたてる 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・利用者と地域交流の機会は意識して取り組めた。年間のイベントスケジュールをたて、利用者が地域の

方と交流出来るように出来た。 

・利用者と地域という部分において、理解が出来ていない部分も多くある。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

0 11 5 1 17 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

0   6    10 1 17 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

0 5 11 1 17 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

0 1 12 4 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・今年度は、地域交流の機会を増やすことができた 

・利用者宅を訪問した際に、暮らし方や家族関係の理解に努めた 

・ふらっと広場で開催されるイベント時（Oneぱくキッチン等）に、利用者も参加するようになった 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用者のこれまでの生活スタイルや人間関係の把握が十分ではない（介護職員） 

・利用者が暮らす地域の社会資源の把握が不十分であった 

・訪問業務をする機会が少ない職員は、利用者の自宅での生活や地域との関わりの理解が不足する 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・利用者を取り巻く地域の方々と関わり、利用者理解を深める。 

 

 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ      17名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 9 人 5 人 3 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・地域で認知症の方を支えられるように、地域の方との関わり・認知症の知識の向上を図る 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域との関わりは以前より増えてきているが、地域の中でどう支えるのか理解が出来ていない部分はあ

ると思われる。認知症の知識の向上に関しては勉強会等に参加できている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

1 6 9 1 17 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

3 12 2 0 17 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

1 11 5 0 17 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

1 11 5 0 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ニーズに応じた柔軟なサービス対応は提供できている 

・「訪問」「通い」「宿泊」サービスを、利用者・家族のニーズに応じて柔軟な対応をしながら対応できてい 

 る 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・「通い」「宿泊」サービス利用頻度が多い利用者については、地域とともに支えているとは言い難い 

・ 地域の社会資源に関する情報が不足している 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・地域の資源の活用方法などを知り、知識を深める 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ      17名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 9 人 3 人 5 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・地域において事業所として何ができるか検討し、参加・活動する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・事業所としては地域に向けて取り組める部分取り組んではいるが、スタッフ個人としては参加・活動の

実感なく終わってしまっている。秋祭り等は事業所として地域と関わり、一緒に参加できたことは大変

良かった。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

1 7 2 7 17 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

1 4 4 8 17 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

0 4 5 8 17 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

3 8 3 3 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・秋まつりやボランティア交流、One ぱくキッチンの活動を通じて、地域の高齢者や子供たちが事業所を

訪れる機会は増えた 

・地域の関係団体とどのような連携、協働ができるのか、話し合いの機会を作ることはできた 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・サービス担当者会議等では、他事業所との連携機会はあるが、その他の地域の関係団体などとの関わり 

 が持てていない 

・他機関や、地域の団体などとの連携機会がある職員は限定的になっている 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・利用者に関わる方（地域・他事業所等）を知り、連携がとりやすくなるよう関わりをもつ 

 

 

 

 
 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ       17名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 人 6 人 7 人 4 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・地域の方が集まることが出来るように、ふらっと広場での交流を企画する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域の方が集まれる企画としては、秋祭りしか企画できていない。年間でイベント企画している事に地

域の方数人の参加あり。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

0 4 11 2 17 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

0 10 6 1 17 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

   0 6      5 6 17 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

0 4 9 4 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ふらっと広場での開催イベントや運営推進会議などで、地域の方と接する機会はある 

・利用者、家族からいただく意見は運営に反映できるように努力している（利用者アンケートも実施して

いる） 

・地域からの意見や苦情は、運営推進会議等を通じて運営に反映できる体制にはなっている 

・事業所の行事やイベント開催を通じて、地域の方とのつながりの機会は増えていると感じる 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・事業所と地域の協働による取組み機会を作ることはできていない 

・運営推進会議等で、地域からの意見や苦情を十分にヒアリングできているとは言い難い 

・事業所の在り方についての職員全体で意見交換する場が設けられていない 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・スタッフ全体で地域の方と過ごせる場づくりを話し合い、イベント時の参加等を広く伝えて参加しても

らえるようにする。 

・スタッフの地域との関わりについて周知する 

 

 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ     17名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 5 人 9 人 2 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・介護技術面・接遇面ともに研修や施設内勉強会を通してスキルアップを図る 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・スキルアップに対して取り組む姿勢は少なく感じるが、施設内で毎月勉強会は開催している。 

・リスクマネジメントへの取り組みは半数程度となっている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

1 6 7 3 17 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

1 5 5 6 17 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

0    3 3 11 17 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

0 8 7 2 17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・研修は事業所内で実施できている。計画的に外部研修への参加も全員は難しいもののできている 

・リスクマネジメントの取り組みは、不十分さはあるものの昨年と比較しインシデントに対する意識を高

めることはできた 

・地域包括支援センターが主催する地域連絡会などへ、管理者等は参加している 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・リスクマネジメントの取り組みは、不十分である 

・スキルアップのための研修機会を業務時間内に確保することが困難 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・スキルアップの研修の案内通知を行い、スタッフの研修機会を作る 

・リスクマネジメントの勉強会を行う 

 

 

 

 

 
 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 11月 14日 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ      17名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 13 人 3 人 0 人 17 人 

 

前回の改善計画  

・身体拘束・虐待を防ぐための勉強会を開催する。また、プライバシーの保護等についても学ぶ。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・身体拘束や虐待に関する勉強会は行われており、慎重に進められている。 

・精神的虐待や威圧的な言動（スピーチロック含む）は減ってきてはいるもののまだ残っている 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

10 7 0 0 17 

② 
虐待は行われていない 

 

 

8 7 2 0 17 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

5 10 2 0 17 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

   1 9 1 6 17 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

4 10 2 1    17 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者の守秘義務遵守は心がけている 

・事業所内勉強会を通じて、身体拘束やプライバシーの侵害につながる不適切ケアをしないようにしてい   

 る 

・重大な身体拘束や虐待は行われてないない 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用者のプライバシー侵害につながるような情報共有を、みんながいる前でしていることがある 

・余裕がない状況下で、利用者に対し不適切な言動を発してしまうことがある 

・不適切ケアやスピーチロックなどの防止に向けた取り組みを計画しているが、思うように進められてお

らず、改善につながっていないと感じる 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・威圧的な言い方や間違った声掛けなどに気づいたときに注意し合えるようにする。 

・身体拘束・虐待についての事例検討など随時行う 

 

 
  

外部評価 地域かかわりシート① 事－⑨ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 医療法人社団友愛会 代表者 岩砂 智丈 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

・地域住民に開放されている地域交流スペース「ふらっと広場」がある 

・医療法人である強みを活かし、看護師を配置し、医療依存度の高い方に対しても、

自立支援のためのケア体制が整備されている 

・在宅生活を支えるために、柔軟な訪問サービスの提供を行っている。 
事業所名 

小規模多機能型居宅介護 

とまり木 
管理者 所 真紀 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 0 人 3 人 0 人 1 人 1 人 0 人 2 人 0 人 8 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 

確認 

・利用者の「～したい」と言う思

いを日々の関わりで支援し、振り

返りを行っていく。 

・日々の関わりの中で利用者の思

いを確認はしていても、スタッフ

間で話し合ったり、振り返りまで

には至っていない。 

・利用者の思いに対して、ケアプ

ランの確認し目標を把握しきる

ことが不足している 

・担当利用者の「～したい」につ

いては、把握する習慣ができてき

たと感じる 

・利用者の「～したい」について、

担当利用者以外の把握が十分で

はない 

・ケアプランの確認や振り返りの

カンファレンスを行い、利用者

の「～したい」に寄り添う支援

につなげる 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・イベントとして、企画出来た数

も少なかったので、年間計画を立

てて開催していく。 

・利用者と地域交流の機会は意識

して取り組めた。年間のイベント

スケジュールをたて、利用者が地

域の方と交流出来るように出来

た。 

・今年度は、地域交流の機会を増

やすことができた 

・利用者が暮らす地域の社会資源

の把握が不十分であった 

 

・ふらっと広場での企画、イベン

トを通じて、ふらっと広場をもっ

と多くの地域の方に利用しても

らいやすい場所にする 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・次回も、専門職を地域に派遣

するなどの活動を積極的に行っ

ていく。 

 

・事業所としては地域に向けて取

り組める部分取り組んではいる

が、スタッフ個人としては参加・

活動の実感なく終わってしまっ

ている。秋祭り等は事業所として

地域と関わり、一緒に参加できた

ことは大変良かった 

・秋まつりやボランティア交流、

One ぱくキッチンの活動を通じ

て、地域の高齢者や子供たちが

事業所を訪れる機会は増えた 

・他機関や、地域の団体などとの

連携機会がある職員は限定的に

なっている 

・利用者に関わる方（地域・他事

業所等）を知り、連携がとりやす

くなるよう関わりをもつ 

 

 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・今年度も、地域で支えるという

観点をもって、計画書をたてる。

また地域で支えるための勉強会

を行う。 

・地域との関わりは以前より増え

てきているが、地域の中でどう

支えるのか理解が出来ていな

い部分はあると思われる。認知

症の知識の向上に関しては勉

強会等に参加できている。 

 

・「通い」「宿泊」サービス利用頻

度が多い利用者については、地域

とともに支えているとは言い難

い 

・地域の社会資源に関する情報が

不足している 

・地域の資源の活用方法などを知

り、知識を深める 

 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・地域活動への参加で、何ができ

るかを検討し、業務に無理の無い

範囲から活動を行う。 

・地域活動への参加は秋祭りや児

童館との交流、地域の小中学生と

の交流など積極的に出来た。地域

への活動に対するアドバイスな

ど運営推進会議で助言を頂くこ

とが出来た 

・ＳＧ会参加や地域活動に関して

は意識している。 

・サロンとのつながり、ふらっと

広場の活用を通じて企画・提案す

る 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・BCP 訓練を行った後に、振り返

りを行い、マニュアルの見直しを

行っていく。 

・ＢＣＰ訓練を行い、振り返りは

行っているが、マニュアルの見直

しまでは行えていない。ＢＣＰ訓

練での必要物品の場所は理解さ

れるようになった。 

・ＢＣＰ訓練で分かることも多く

あるが、実践できるようにしっか

りやっておく必要がある。 

・防災・災害対策について地域と

協同して行えるよう検討する 



 


